




要約:わが国の保健事業における健康管理システムは、各ライフステージに焦点をあて、

各世代の持つ健康問題にかなりよく対応し、それなりの評価を得ていると思われる.しか

しながら、これを個のライフサイクルに沿った連続的な視点でみると、或は個が家族・地

域との関わりをもった相互的な視点でみると幾つかの欠落部分があり、必ずしも十分に機

能しているとは云い難い.将来、高齢化社会に向けけて人々の健康管理を考える時、上記

の個のライフサイクルにそった一次元軸と、個が家族や地域に帰属しマイクロ・メゾシス

テムにそった二次元軸への同時的働きかけが必須となり、母子保健事業の効率的運用も、

この位置づけの中で検討される必要がある.今回は、周産期を起点とし新生児・乳幼児・

学童期にわたる母子保健事業の傘下にある時期の二次元的健康管理システムについて検討

した.


